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地質ニュース 624号

1．はじめに

ギリシア神話は，単に空想的な物語だけではなく，
神話と史実が交錯しているところもあり，たいへん興
味の深いところがある．また，後世の歴史や文化に大
きな影響を与えたことは周知のとおりである．現代の
科学においても，例えば元素名や太陽系の惑星，さら
にその衛星などにギリシアやローマの神々の名前が
みられ，さらに私たちになじみの深い地質学の用語に
おいても大洋（Ocean），深成岩（Plutonic rocks），火
山（Volcano），テチス海（Tethys sea）など，このよう
な神々の名前に由来するものが多いのをみても影響
の大きいことは明らかである．絵画や音楽，文学にお
いては，ギリシアやローマの神々に関する逸話を題
材にしたものがさらに多い．しかしながら，私たちが日
常接することのない複雑な名前が絡み合っており，な
かなか理解しがたいところもある．日本の八百万

やおよろず

の神
と同じように，ギリシアには多くの神々がおり，その間
の関係はたいへん複雑である．また，神と人間との
間にもいろいろな英雄がいたり，子供が産まれたりし
て，話はますます複雑になっている．今回は，そのよ
うなギリシアの神々と地質学との関係をみてみよう．
私は，今年（2006年）の春，初めてギリシアを訪れ

た．ほんの短い旅であったが，アテネ，デルフィ，ペロ
ポネソス半島などを巡って，どういうわけか日本の自
然とよく似ていると感じた．ちょうど春先で，芽吹き
が始まった時のためなのかもしれないが，遠くには雪
を頂いた山々が連なり，大理石の建物や円柱の横に
は，アーモンドの花があたかも桃の花のように咲いて
いた．また，名も知れない小さな花が足下に咲きこぼ
れていた．山々は想像していたよりも急峻なところが
あり，石灰岩地形の急崖が多く，ほとんどが灌木で覆
われているようなところは日本の風景とは大分異なっ

てはいるが，一方で山麓はとても穏やかな感じで，オ
リーブの畑が続き，ところどころにオレンジがたわわに
実っていた．また，海岸線は三陸のリアス海岸のよう
に入り組んでいて，エーゲ海に沈む夕陽はなんとも
穏やかで美しかった．また，冬のギリシアは雨期でも
あり，そんなところから，日本の自然に似ていると感じ
たのかもしれない．
荒 し々い砂漠の自然に囲まれてユダヤ教，キリスト
教，イスラム教などの一神教が生まれたのとは違い，
こういった自然に囲まれていると，なんとなく峨々た
る峰々や島々にはたくさんの神が宿っていると考える
のはごく自然のことと思えた．至るところに保存され
ているギリシアの神々の彫像はあくまで逞しい男性や
優雅な女性であり，たいへん写実的であった．改めて
神話を読んでみると，これまた天地開闢

かいびゃく

から始まっ
て，戦争，仇討ち，英雄の活躍，通常の男女の仲の
みならず，単為生殖，親子兄妹が夫婦となり，そこで
生まれた神々がありで，愛欲と憎悪の絡み合ったい
かにも人間くさい話が多く，あまりにも高潔で近づき
がたいという感じは全くない．こんなところに親近感
を覚えたのも事実である．
なお，ギリシアは日本語ではギリシャとも表記され，
英語の正式名称はHellenic Republicである．本稿で
は，地名のカタカナ表記は慣習によったが，神々の表
記は呉　茂一『ギリシア神話』によった．

2．古代ギリシアの宇宙観・地球観

古代ギリシア人のもっていた世界構造の概念はど
んなものだったのだろう．ブルフィンチ『ギリシア・ロー
マ神話』によれば，ギリシア人の世界は，円い平たい
もので，自分たちの国はその中央にあって，神々の居
住地であるオリュンポス山，あるいは神託で有名なデ
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ルフィ（デルポイ）の町が中心にあった．そして，世界
の平円盤は，西から東に地中海があり，その続きはエ
ウクセイノス海があった．ギリシア人の知っていた海
はこの2つだけであった．世界の周りには静かな大洋
が流れており，全ての海や河は皆その水をこの大洋
からもらっていた．北端にはヒュペルボレオイ（北方楽
園の民）という幸福の民族が住んでいて，高い山々の
彼方には久遠の春と祝福とがあり，病気も老衰も，苦
労も戦争もないところだと考えられていた．南端にも
同じように幸福で有徳な民族，エチオピア人が住ん
でいた．西端には，エリュシオンの原（極楽の原）があ
り，神々の祝福によって不死の生を楽しんでいた．つ
まり，あまり広大なものとも考えず，世界の円盤の周
辺には，神々の特別の寵愛を受けて幸福と長寿を授
かっている人類が住んでいたのである．そして暁と太
陽と月は流れの大洋の東から昇って，神々と人間の上
に光を振りまきながら空を過ぎてゆくと考えた．北極
星，北斗七星などをのぞいて，皆大洋の流れから昇
り，また流れに沈んでゆくと考えた．

3．ギリシアの神々

ギリシアでは，世界の初めはカオスで，次にガイア
ができたとしている．カオスは「無秩序な混沌」と解さ
れているが，呉　茂一『ギリシア神話』では，「ギリシ
ア語の－口を開ける，隙間を作る－などという語根に
もとづき，空間や隙間の，何もない拡がり，あるいは
もやもやと煙霧の立ちこめた無限と解すべき」として
いる．
ヘシオドス『神統記』によれば，神々の始まりは「最
初にカオスが生じた．それからガイア（ゲー，大地）が
できた．八百万の神々の御座である大地と，大地の
奥底にあるタルタロス（奈落の神，かつ奈落そのもの．
冥界よりもさらに下の方にある），また神々のうちでも
最も美しいエロスが生まれ，一方はカオスからエレボ
ス（幽冥）と，暗いニュクス（夜）が生まれた．夜が幽冥
と契りをしてアイテル（澄明）とヘメレ（昼）を産んだ．
ガイアはウーラノス（天空）を産み，大地は高い山々，
大波の荒れる不毛の海ポントスなどを一人で産んだ．
その後，我が子ウーラノスと添い寝して，オーケアノス
（大洋），コイオス，クリーオス，ヒュペリーオン，イーア
ペトスらの息子，およびテイアー，レイアー（レアー），テ
ミス（法，掟，慣例），ムネーモシュネー（記憶），ボイベ

ー，テーテュースらの娘を産み，最後に最も恐るべき
クロノス（ローマのサトゥルヌス）を産み落とした．これ
らが，いわゆるティーターンの一族（英語のタイタン，巨
人族；金属のチタンの語源）である．さらにガイアは，
キュクロープスの一族すなわちアルゲース（白熱の光
輝），ステロペース（電光），ブロンテース（雷の轟）を生
んだ．彼らは額に独眼をもった巨人で，火山の擬人，
あるいは自然の火力といわれる．さらに3人のヘカト
ンケイレスと呼ばれる百腕の巨人を産んだ．ヘカトン
ケイレスのあまりにも奇怪な姿に，父ウーラノスは彼ら
を大地の奥のタルタロスへと投げ込んだ．しかし母で
あるガイア（大地）はタルタロスに投げ込まれた子供た
ちの破滅に心痛し，ティーターンたちにその父を襲う
ように説得し，クロノスに金剛の斧を与えた．クロノス
は父の生殖器を切り取って海に投じた．流れる血の
滴りより復習女神（エリーニュース）アーレークトー，テ
ィーシポネー，メガイラが生まれた．クロノスはタルタ
ロスに投入された兄妹を連れ戻し，父の支配権を奪
い取った．なお，切り取られて海に投げ込まれたウラ
ーノスの生殖器は塩にもまれて時を経るうちに白い泡
が群がり，その間から一人の処女が生まれた．これ
が，美と愛欲の女神アプロディーテー（ヴィーナス）だ
といわれている．
しかしクロノスは再び彼らをタルタロスに幽閉し，姉
妹のレアーを妻とした．大地と天空によって，「自分の
子によって支配権を奪われるであろう」と予言された
クロノスは生まれた子供たちを次々と呑み込んでしま
った．先ず最初に生まれたヘスティアーを，ついでデー
メーテールとヘーラー，そしてプルートーン，ポセイドーン
とを次々に呑み込んだ．これに怒ってレアーはゼウスを
身籠もったときにはクレタ島に隠れ，イーダー山麓のデ
ィクテーの洞穴でゼウスを産んだ．そしてクーレーテス
（野山の精）たちおよびメリッセウスの娘でニンフ
（Nymphs，妖精；少女の姿の半神半人）のアドラース
ティアーとイーデーにその子の養育を託した．そこで彼
女たちは山羊の乳で子供を養い，クーレースたちは武
装して洞穴中で生まれた赤ん坊を守りながら，クロノス
が子供の声を聞かないように槍で楯を打ち鳴らした．
レアーは石をおしめにくるんで生まれた子供のように見
せかけ，クロノスに呑み込ませた．ゼウスが成年に達し
たときに，オーケアノスの娘メーディスに協力を頼み，ク
ロノスに吐剤を与えた．薬の力で彼は先ず石を，つい
で呑み込んだ子供らを吐き出した．
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第1図　ゴヤ『我が子を喰うサトゥルヌス』プラド美術館．

クロノス（Kronos）とテイアー（Theia）

このような経歴をもったクロノスは，ローマ神話で
は農業の神，サトゥルヌス（英語読みでサターン）のこ
とである．土星のことをサターンというのは，農業の
神に由来する．マドリッドのプラド美術館にゴヤの
『我が子を喰うサトゥルヌス』という有名な絵があり，
クロノスが自分の子供を呑み込んでいる状況を描い
ている（第1図）．私は，昨年春にこの絵を見てたいへ
んな衝撃を受け，ゴヤの絵に興味を持ち始めた．こう
いった作品を観ることによって，遅まきながらギリシ
ア神話が後世の文化に与えた影響の大きさをまざま
ざと見せつけられたのである．もう一つ，ゴヤの印象
に残った作品で，『1808年5月3日』があった．これは，
スペインにおける抗仏戦争のときの一場面で，スペイ

ン国民の最も英雄的な一面を描いている．
クロノスの姉，テイアーは月の女神であるセレーネー

（Selene）の母である．このことから，地球誕生の初期
に起こったジャイアントインパクトによって月が生じた
という説で，衝突した火星ほどの大きさの天体にはテ
イアーという名前が付けられている．

オーケアノス（Oceanos）とテーテュース

（Tethys）

オーケアノスもテーテュースも，地球（ガイア）とその
子ウーラノスとの間に産まれた子供である．オーケア
ノスは英語のOcean（大洋）の語源となった大洋の神
であり，大河の神でもある．大陸をとりまく海もオーケ
アノス，それを司る神もオーケアノスと呼ばれた．オー
ケアノスとテーテュースの2人は兄妹でありながら夫婦
でもあった．2人の間には無数の河川，泉水の神々で
ある多数の子供がいた．
テーテュースは，後期古生代に出現した北のローラ
シア大陸と南のゴンドワナ大陸の間に拡がる海の名
前であるテチス海の語源となった．Suess（1893）によ
って命名されたテチス海は，熱帯・亜熱帯の造礁性
サンゴなど独特の動物群で特徴づけられる浅海性～
遠洋性の堆積物が堆積し，現在の南ヨーロッパ，北ア
フリカ，中東，中央アジア，ヒマラヤ，東南アジア，南
中国などに拡がっていた．中生代以降，地塊の分
裂・移動や火成活動が活発化し，その後広域的に造
山運動が起こり，アルプス・ヒマラヤ山脈が形成され
た．現在の地中海はテチス海の名残と考えられてい
る．

イーアペトス（Iapetos）とアトラース（Atlas）

イーアペトスもガイアとウーラノスの息子で，オーケ
アノスとテーテュースの弟であり，そしてアトラースの父
である．
イーアペトスの名前に由来するイアペトゥス海は，後
期原生代から中期古生代まで現在の北大西洋地域に
存在していたと考えられる海洋にHarland and Gayer
（1972）が命名した．それより前，Wilson（1966）はカ
レドニア地向斜が形成された初期古生代大洋を
“Proto-Atlantic”と呼んだ．その後，Harlandらは，
「Wilson（1966）によるProto-Atlanticという名称は，
現在の大西洋の初期の段階を示唆するものであるこ
と，カレドニア造山に先行した大洋はアフリカと南ア
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第2図　メルカトールの『アトラス』巻頭にあるアトラース像．

メリカを分断せず，ユーラシアと北アメリカクラトンの
間の地域に限られていた．そして，シルル紀～デボン
紀初期には閉鎖し，中央原始大西洋（Proto-Atlantic）
の開き始めの段階よりも少なくとも2億年は早かっ
た．したがって，2億年あるいはそれ以上の間は大洋
はなかった．さらに，Proto-Atlanticプロパーは実際に
存在したのは確実であるが，それ以前の大洋の存在
については仮定の域を出ないこともあり，別の概念が
必要である」という理由で，改めてイアペトゥス海を提
唱したのである．
アトラースは地図帳（アトラス）の語源であるが，こ

れは地理学者メルカトールが1595年に出版した地図
帳の巻頭に地球を支えるアトラースが描かれていたこ
とによる（第2図）．『神統記』には，「ゼウスがアトラー
スに定められた持ち分として，アトラースは強い強制
のもとに，声の澄んだ黄昏の娘たちの前で，広い天を

支えている．」とあり，世界の西の果てに連なる山々
が虚空を支える巨人と見たてられた．アフリカ西北部
のアトラス山脈をとり，大西洋をAtlantic Oceanとい
うのも，彼にちなんだ名前である．冬空に輝く七つ星
すばる（昴＝プレイアデス）は，アトラースの娘たちで
ある．

ヘーパイストス（Hephaistos）

エーゲ海からギリシア南部を経てイタリア南部にか
けて，サントリーニ，エトナなどの大きな火山が分布
し，地震もたびたび起こっている．古代ギリシアの
人々は，このような火山の地下には火の神の仕事場
があるのだ，あるいは巨大な怪物が中に押し込めら
れていて火を噴き，あるいはその蠢動

しゅんどう

から地震が起
こるのだと考えていた．火と鍛冶の神ヘーパイストス
はゼウスとその妃ヘーラーの子で，オリュンポスの宮
殿で饗宴のときの酒注ぎ役をしていたが，あるときゼ
ウスの怒りに触れて宮殿から放り出されてしまった．
ヘーパイストスはエーゲ海の北にあるレームノス島に
たどり着き，その地底に仕事場をもった．そこで鍛冶
を覚え，活き人形や破られることのない丈夫な鎧を
造ったり，さまざまな精巧な品々を創り出し，島の
人々に鍛冶の技術を教えた．さらにイタリア南部のシ
チリア島やリパリ島などの火山も彼と関係が深いと
いわれており，単眼の巨人キュクロープスとともにこ
れらの火山の下に仕事場を造っていたともいわれて
いる．ローマ神話ではウォルカーヌス（Volcanus）で，
彼の名前が火山（volcano）の語源となっている．
ホメロスの『イリアス』には次のような記述がある．

最良の友の死にアキレウスが復讐しようと決意したこ
とを知った母テティスは，我が子の身を守るために，
トロイアのどんな強い敵にもひけをとらない保身の手
段をとろうと考えた．つまりテティスは，自分が神々と
血縁関係にあることに目覚めたのである．そこで，ヘ
ーパイストスにアキレウスのための武具一式を造って
もらうことにした．アキレウスのために造った楯につい
ての描写は，ホメロスが彼の詩的エネルギーを全て使
い果たす想いが込められているという．ヘーパイスト
スの造った楯には全世界と人間生活，自然界が描か
れており，当時のギリシア人の考えを示すものと考え
られ興味のある部分である．松平千秋訳『イリアス』
より一部を引用してみよう．
「ヘーパイストスは硬い青銅に錫，また高価な金や銀
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を火中に投じ，ついで大きな鉄床を鉄床台に載せ

て，片方の手に頑丈な槌を，別の手には火鋏を握

る．・・・そこには大地あり天空あり海がある．疲れ

を知らぬ陽があり，満ちゆく月，また天空を彩る星座

が全て描かれている．－－すばる（プレイアデス）に

雨星（ヒュアデス），さらに力強いオリオン，また「熊」

座，これは別の名を「車」座ともいい，同じ場所を廻

りオリオンをじっと窺っている．この星の実はオケア

ノスの流れに浸かることがない．・・・」

そして，要約すれば次のような情景が続く．
・・・人間の住む2つの町を造った．一方は平和な

風景で，婚礼や祭，家の入り口に立つ女たち，係争

は法廷において長老によって収拾されている．もう

一方の町では，武具をきらめかせた軍勢が町の周

りを囲っている．城壁が攻撃され，槍が飛び交って

いるところが描かれており，このような描写から，一

見平和な暮らしをしている牧夫たちが戦いに巻き込

まれる．そして，平和な場面へと移行する．また，一

年の農耕暦の風景，耕作，取り入れ，穀物や葡萄

の収穫，耕す人々が芳醇な葡萄酒で喉を潤す．刈

り入れ，草の上でのピクニック，葡萄園，葡萄の房，

若い娘や青年たち，牛の群，川の流れに沿って葦

が茂っている・・・．そして神は，頑丈に仕上げられ

た楯の一番端の縁には，滔々と流れる大河，オケア

ノスを描いた・・・．

とある．まさに，古代ギリシアの人々の描いた宇宙
がそこにはあった．このことは「エクフラシス＝絵を言
葉に置き換えること」と理解されているものである．
スパイヴィは「ヘーパイストスは神の美術家，もしくは
理想の美術家を意味している．全てのギリシアの美
術家が作り出さねばならない一つの理想の具象化で
ある」と述べている（福部信敏訳『岩波世界の美術
ギリシア美術』（2000）による）．ヘーパイストスは生ま
れつき足が不自由で，喘息もちであったので，自分の
母を恨んでおり，母も自分の子として認知するのをた
めらった．そういった自分の母への復讐として，黄金
の玉座を制作し，この玉座に坐った母は目にみえな
い鎖で縛り付けられてしまった．これを解くのはヘー
パイストス以外にはなく，ついにディオニュソスがヘー
パイストスを前後不覚に泥酔させることによって説得
して緩めることに成功した．
『イリアス』の主人公の一人アキレウスは赤ん坊の
とき，母テティスによって冥界との境にあるスティユク

スの川に浸されて不死身の体にされたが，母の手に
隠れていたかかとの部分だけが生身の体で残ってい
た．ここがいわゆるアキレス腱で，後にアキレウスはか
かとに毒矢を射られて死を遂げた．また，有名な「ア
キレウスはいつまで経っても亀を追い越せない」とい
うゼノンのパラドックスもこのアキレウスに由来する．

ガイア（Gaia, Ge）およびカオス（Chaos）

ガイアは，先に述べたように神々の永遠の住み処
である「大地」を意味し，大地を示す接頭語となり，地
質学（geology）や地理学（geography）など，地球ある
いは大地を対象とする学問分野の語源となってい
る．イギリスのラブロックの提唱による「地球を一つの
生命体と考える思想」はガイア思想といわれている．
また，カオスのもつ「無秩序な混沌」の意味に由来す
る「一般の堆積作用で形成された整然とした堆積物
ではなく，複雑なラミナや雑然とした内部構造をもつ
海底地すべりや土石流などの原因による乱堆積物・
異常堆積物（平凡社『新版　地学事典』による）」のこ
とをカオティック堆積物（Chaotic sediments）という．

プルートーン（Pluton）

プルートーンは冥界の神で，ハーデース（Hades）と
も呼ばれる．ゼウス，ポセイドーン，ヘーラーの兄弟で
ある．マグマの固結作用によって地下で形成された
深成岩体の総称をプルトン（pluton）というのは，プル
ートーンにちなんでいる．最近，惑星の座から外され
た冥王星（Pluto）もプルートーンによる．

ポセイドーン（Poseidon）

ポセイドーンは，海とあらゆる水域を主宰する神．
ローマ神話ではネプトゥーヌス（Neptunusu, 英語では
ネプチューン）と呼ばれる．ポセイドーンは，アイガイア
海（エーゲ海）の海底深く，黄金の燦然たる宮殿に住
んでいて，そこから4頭の白馬を着けた馬車を駆って，
あるいはオリュンポスへ，あるいはトロイアの戦場へ出
かける．アテーナ女神とアテーナイ市の守護神争いの
ときにも，ポセイドーンが地中から呼び出したのは一
頭の駿馬であった．馬は大地と関係があるが，海の
波の具象化だという．『イリアス』で彼がもつ形容詞
は，「大地を保つ」「大地を揺るがす」となっており，地
震の神でもある．
アテネから車で1時間半ほどのエーゲ海を見わた
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すスニオン岬の突端にはポセイドーン神殿があり，い
かにも海の神を祀っているような感じであった．この
神殿の石は褐色の脈をもった白色石灰岩を使ってお
り，アテネ近くのペンテリ山やヒメットス山と同じ時代
のもので，この付近から3kmほど北にある石切場か
ら採掘したものである．この付近は銀鉱床で有名な
ところで，ミケーネ時代（紀元前1600～1100年）頃か
ら採掘されたが，良質の鉱床は紀元前5世紀以降に
発見された．この岬で見るエーゲ海に沈む夕陽は見
事だそうだが，私たちの行った時間はちょっと早すぎ
てそれは叶わなかった．神殿の近くにある喫茶店で
コーヒーの粉がカップの底に沈むのを待って上澄み
を飲むギリシアコーヒーで一休みし，海風にあたりな
がら悠久の昔を偲んだ．
18世紀にG.WernerとJ.Huttonとの間で岩石の成
因についての論争があったが，全ての岩石は海に沈
殿してできたとする水成論，および岩石の根源はマ
グマであるとする火成論のことをそれぞれ，Nep-
tunismおよびPlutonismと呼んだのは，このネプトゥ
ーヌスとプルートーンに由来する．

オリュンポス十二神

オリュンポスの十二神は，家長であるゼウス，女神
ヘーラー，アテーナー，アルテミス，アプロディーテー，
ヘスティアー，アポローン，ヘルメース，アレース，ヘー
パイストス，デーメーテール，ポセイドーンである．ギリ
シアの北に聳えるオリュンポス山に住んでいたといわ
れる．なお，火星（Mars）にも同名のオリュンポス山が
あり，これは高さおよそ27キロメートル，直径550キロ
メートルというとてつもない大きさで，火山と考えられ
ている．火星のマールスはローマ神話の名前で，ギリ
シア神話の武神アレース（Ares）にあたる．ギリシア神
話では，アレースはあまり良い待遇は得られなかった
が，ローマ神話のマールスは尊敬されていたらしい．

フォーナとフローラ

ある特定の地域に生育している動物，あるいは植
物の全種類を示す用語として，動物相（fauna）と植物
相（flora）という言葉がある．フォーナは，ローマ神話
のファウヌス（ファウニ），すなわち森に棲み家畜たち
を守る田園の神たちに由来する．ギリシア，ペロポネ
ソス半島のアルカディアに棲んでいたパーンに似てい
る家畜と羊飼いの守護神とされている．パーンは髭

もじゃの顔で，山羊のような脚をもっていた．フローラ
は，ローマの花と春の神で，あらゆる花を咲かせる役
目を担っている．

ギリシアの神々とローマの神々

ローマ人たちは紀元前3世紀頃，ギリシアの影響を
受けてギリシアの神々を取り入れたといわれている．
それまではローマ人独自の文字をもっていなかった
が，単なる模倣ではなく，ギリシアの叙事詩，悲劇，
喜劇などを自分たちの言葉・文化として乾いた土が
水を吸い込むように翻訳，自分のものとして取り入
れ，さらにそれまでのローマ人の伝承をも文字として
残すようになった．そのような背景のため，これまで
に述べてきたように科学の世界でも，ギリシアの神々
とともに，ローマ神話の神々の名前が広く取り入れら
れている．混乱を招きやすいので，第1表にギリシア
とローマの神々の名前を対応させておく．

第1表　ギリシアとローマの神々の対比表．

ギリシアの神 ローマの神 英語読み

アテーナー
（Athena）

ミネルヴァ
（Minerva）

アプロディーテー
（Aphrodite）

ウェヌス
（Venus） ヴィーナス

アルテミス
（Artemis）

ディアーナ
（Diana）

アレース
（Ares）

マールス
（Mars）

ディオニューソス/バッコス
（Dionysos/Bakchos）

エロース
（Eros）

クピードー
（Cupido）

キューピッド
（Cupid）

ガイア
（Gaia）

テラ/テルス
（Terra/Tellus）

ハーデース/プルートーン
（Hades/Pluton）

ヘーパイストス
（Hephaistos）

ウォルカーヌス
（Volcanus）

ヴァルカン
（Vulcan）

ヘーラー
（Hera）

ユーノー
（Juno）

ヘルメース
（Hermes）

メルクリウス
（Mercurius）

マーキュリー
（Mercury）

クロノス
（Kronos）

サトゥルヌス
（Saturnus）

サターン
（Saturn）

ポセイドーン
（Poseidon）

ネプトゥーヌス
（Neptunus）

ネプチューン
（Neptune）

ゼウス
（Zeus）

ユーピテル
（Iupiter ラテン名）

ジュピター
（Jupiter）
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第3図　ギリシア周辺の地質図（van Hinsbergen et al., 2005を簡略化）．

4．ギリシアの地質と地史

ここで，ギリシアとその周辺の地質を概観してみよ
う（第3図）．ギリシアを中心とする現在の地中海東部
の構造に関しては，プレートテクトニクス概念の発展
以来，多くのモデルが提唱されている．この地域は，
ヘレナイズ造山帯（Hellenides）と呼ばれ，内側から外
（西）に向かって新しくなる順に，いくつかの地帯が区
別されている．主体は三畳系～古第三系からなるが，
全体として内側が古く，外側に新しい付加ウェッジか
らなるナップ構造を示す．以下，Higgins and Higgins
（1996）ならびにvan Hinsbergen et al.（2005）によっ
て紹介する．
ギリシアとその周辺の構造は基本的には北大西洋

の形成に伴うアフリカ大陸とユーラシア大陸の衝突に
よって形成された．中期ジュラ紀には，北大西洋はま
だ存在せず，アフリカ大陸を主とするゴンドワナとユ
ーラシアの2つの大陸は，北アメリカ大陸とともにパン
ゲア超大陸を形成しており，この2つの大陸の間には

テチス海が東側にくさび状に開いていた．およそ190
Maのジュラ紀初期に新しいプレート境界ができ，巨
大な正断層を伴った大陸のリフト化により新しい海
洋地殻，すなわち北大西洋が生まれた．このリフト化
作用は，最初は南部に集中しており，アフリカと北ア
メリカが分離した．次第にリフト化による新しい大洋
の形成は北方に移動した．110Ma頃には，ユーラシ
アは北アメリカから分離した．ついで，大西洋南部は
北よりも早く開きはじめ，アフリカプレートは反時計回
りに廻転し，テチス海を閉鎖する方向の力が働いた．
そのために，アラビア半島がユーラシアに衝突し，ト
ルコの山脈を形成した．大陸の断片はアフリカと接
触し，イタリアやギリシアの大部分が分裂してユーラ
シアにぶつかり，大洋が閉鎖された．
ヘレナイズ造山帯の内部にあたる現在のエーゲ海

北部は，ジュラ紀初期にはテチス海の北縁にあり，ユ
ーラシア大陸の南縁部を構成していたと考えられる．
その南には，北に傾斜する沈み込み帯があった．現
在のギリシアのその他の地域は南方のアフリカに近
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いところにあり，沈み込み帯との間にはテチス海の一
部が占めていた．テチス海の外側を構成する地域は，
石灰岩の堆積する温暖な熱帯気候の海であった．そ
のさらに外側，すなわち現在のイオニア諸島からクレ
タ島を構成する岩石はアフリカ大陸棚の上のトラフで
形成された．このような配列は，ジュラ紀の終わり
（130Ma）に，スラスト運動が始まるまで続いた．白亜
紀半ば（110Ma）に大きな変化があり，南に新しいプ
レート境界が形成された．この新しい大洋は，後に現
在のギリシアやエーゲ海を構成する地域と南イタリア
となる地帯をアフリカから切り離した．北部のテチス
海盆は閉鎖され，一部はユーラシアの下部に沈み込
み，一部はパイルアップした．
van Hinsbergen et al.（2005）によるギリシアの地質
図（第3図）によれば，ギリシア北東部から，図の範囲
を超えた北方のブルガリアにかけてのロドピ山脈，ヨ
ーロッパトルコにかけて分布するジュラ紀のオフィオ
ライトがロドピナップ（ロドピコアコンプレックス）を形
成する．さらに，白亜紀の終わりに100kmにおよぶ現
在のヴァダール－アクシオス帯を生じた．ペラゴニア
帯の原岩は，南西部に形成された三畳紀のフリッシュ
堆積物，ヴァリスカンの大陸断片，およびこれらが強
い熱帯性風化を受けたボーキサイトやラテライトなど
である．これらにヴァダール－アクシオス帯が衝上して
いる．次の時期には，南にあった大洋が北方へ拡大
し，海洋盆は沈み込み，西方へのスラスト運動で大陸
断片が積み上げられた．これらがピンドス帯である．
始新世には一部の海洋性地殻は青色片岩を形成す
る深さまで沈み込んだ．青色片岩相はキクラデス諸
島にみられ，北方のオリュンポス山周辺の緑色片岩～
プレーナイト相変成岩に連続する．ガブロボ－トリポリ
ス帯は厚さ3kmの台地炭酸塩と4－5kmのフリッシュ
堆積物からなる．ペロポネソスやクレタ島の千枚岩・
珪岩はこの連続と考えられている．さらに，西にはイ
オニア帯，アプーリア帯が続く．この一連の運動によ
り地殻の少なくとも1,500kmは短縮し，初期白亜紀以
来の南方に積み重ねられたナップと沈み込んだリソ
スフェアは2,400kmに達し，エーゲ海下部における地
震波トモグラフィの高速度異常分布から，白亜紀以降
の沈み込んだリソスフェアは，その厚化を考慮すると
2,100～2,500kmに達する（van Hinsbergen et al.,
2005）．広域的な圧縮運動は，その後，新第三紀にな
って広域的な拡大作用が加わって現在のエーゲ海や

大陸の地形の大部分を形づくった．エーゲ海を中心
とする第四紀の火山弧はペロポネソス半島東部から
ミロス島，サントリーニ島，コス島，トルコ南西部にか
けて発達し，その南部には，クレタ島を中心とする非
火山性ヘレニック弧を形成している．600万年（6Ma）
ほど前に，テクトニックな力がジブラルタル海峡を閉
じたことによって地中海がほぼ完全に干上がってしま
った．そして，海水の蒸発によって石膏やその他の蒸
発岩類が形成された（Hsu, 1983）．13万年から2万年
前までの氷期にはエーゲ地域の気候は湿潤で冷涼で
あった．氷河はギリシア，クレタとトルコの高山に限ら
れていた．海水準は今日よりも低かったため河床は
急で，浸食力は大きかった．山地は深く切れ込み，広
くて平らな谷が発達した．後氷期にはやや変化した
とはいうものの，これらは基本的に今日私たちがみる
ギリシアの景観である，赤色～褐色の土壌の多くはこ
の時期に形成された．最終氷期の終わりに，温暖化
により海水準が急激に増加し，海水は谷に侵入し深
い入り江を形成し，入り江は河川堆積物で満たされ
た．
ギリシアとその周辺地域は，アフリカ，ユーラシア，

アラビア，およびトルコのプレートの接する地域で，従
来から地震の多いところである．紀元前1225～1175
年の青銅時代後期における地震被害のあった場所
と，最近80年におけるマグニチュード6.5以上の大き
な地震の震源を重ね合わせることによって，エーゲ海
から地中海東部における巨大地震の嵐が大断層の通
っている地域に集中して影響を与えていることが示唆
される（Nur and Cline, 2000）．ミケーネではほぼ東西
方向の活断層が走っており，ミケーネの「獅子の門」
の入り口の城壁は，断層崖の上に建てられている．
そのため，それほど大きくない地震でも，壁が倒れ，
侵略に対しての防御が不十分になってしまう．トルコ
の北方を東西に走る北アナトリア断層に沿って，20世
紀にはマグニチュード6.5以上の地震が何度も起こっ
ており，およそ300年の静穏な時期をもちながら，この
ような地震の嵐が紀元967～1050年，紀元4世紀にも
起こっている．Nur and Cline（2000）は，このような地
震の嵐がエーゲ海から東地中海地域にかけて，紀元
前1225～1175年にも起こったことを示唆している．こ
のような地震の嵐に関して，彼らは地球を揺るがせる
「地震」の神ポセイドーンに関連づけて「ポセイドーン
の馬」と呼んでいる．
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写真1 アテネ，アクロポリスからの眺め．手前の崖は前
期白亜紀の石灰岩の露頭，遠くに見える神殿は
鍛冶の神ヘファイストスを祀ったドリス式神殿（撮
影　蟹澤, 2006）．

4.1  アッティカおよびアテネ

アッティカ地方は，ギリシアの中でも最も人口が多
く，豊かな地域である．アテネの周辺には，更新世～
完新世堆積物からなる平原が続き，北方には標高
1,413mのパルネス山（Mt. Parnes），東方にはペンテ
リ山（Mt. Penteli），南方にはヒュメットス山（Mt.
Hymettos）が聳えている．入り江にはピレウスなどの
港が発達する．土壌が少ないため，オリーブ，葡萄，
イチジク以外の農産物には適さない．しかし，ペンテ
リ山，ヒュメットス山を中心として石材としての石灰岩
や大理石に富んでおり，以前には銀や鉛なども採掘
された．さらに，大量の良質な陶土の産地で，古代ア
テナイ人の陶芸芸術に大きな影響を与えた．
アッティカの地質は，他のギリシアの大部分と同じ
く，アルプス変動による圧縮運動の間に生じたナップ
構造によって特徴づけられる．この地域の最古の岩
石はアッティカの北西縁に沿ったアイガレオス山とパ
ルネス山の高位ナップにある．これらの山地は，ずっ
と北部のテッサリィ（Thessary），および西マケドニア
のペラゴニア（Pelagonian）帯に属する三畳紀の石灰
岩からなる．アッティカの南部と西部は南エウボイア
島（Euboea），およびキクラディス諸島（Cyclades）と
同じAttic-Cycladic変成帯の片岩と石灰岩が下位に
みられる．これらの大理石はヒュメットス山，および
ペンテリ山，さらにマラトン（Marathon）やラヴリオン
（Lavrion）周辺の丘陵地帯を形成する．次のナップ
は，片岩，チャート，オフィオライトからなり，白亜紀の
軽微な変成作用あるいは未変成の石灰岩，フリッシュ
堆積物が載っている．このシリーズの最上部は「アテ
ネ片岩（Athens Schists）」と呼ばれる．「アテネ片岩」
は，弱い変成を受けた白亜紀の不純石灰質岩，頁岩
と砂岩・石灰岩のレンズからなっており，通常用いら
れている「片岩」ではない．新第三紀には，アルプス
変動の圧縮力が終息した．浸食と断層運動が海進に
より盆地に砂岩，頁岩，粘土ならびに石灰岩で埋め
られた．
アテネ（Athens）は現代ギリシアの首都で，古名を

アテナイという．ここにはおよそ8,000年ほど前から
人々が居住し，少なくとも1,600年ほど前のミケーネ時
代の初めから巨大都市として発展した．アクロポリス
はギリシアの最も有名な古代都市である．ミケーネや
ティリンスと同様に，アテネはキュクロープス式（Cyclo-
pean）の城壁をもち，記念碑的な入り口と裏口，それ

に王宮，秘められた給水路をもっていた．それはまさ
にテーセウス（Theseus，アテーナイの伝説的英雄）の
功績をたたえる伝説の時代である（Higgins and Hig-
gins, 1996）．写真1は，アテネのアクロポリスからの眺
めである．
紀元前1000年頃に，暗黒時代がアテネに到来し，

紀元前600～500年にはアテネは繁栄の極に達した．
この時期にはアテネの陶磁器は最も隆盛を極め，700
年にわたって広く輸出された．さらに，ラヴリオンにお
ける銀の産出が富の源となった．紀元前490～480
年，マラトン，およびサラミスにおいてペルシャ戦争が
始まり，ペルシャ人による侵攻で敗北した．そしてペ
リクレスの時代がやってきて繁栄した．紀元前431～
404年のペロポネソス戦争ではスパルタによってアテ
ネが完全に征服された．そのような経緯で，ローマの
支配の下で文化的にも知的にも優れていたが，政治



文学作品の舞台・背景となった地質学　－7－
地中海東部の地質とギリシア神話

―57―

2006年 8月号

写真2 デルフィの遺跡．紀元前4世紀の劇場．岩盤を削
って造られ，5,000人を収容した（撮影　蟹澤,
2006）．

第4図　アテネ，アクロポリスの地質を示す断面図（Higgins and Higgins, 1996より）．

的には衰退した．1204年，十字軍がコンスタンチノー
プルを占領し，その後トルコがギリシアを征服しよう
とした．1834年，アテネが首都として新しいギリシア
が独立した．1896年，第1回オリンピックがアテネで
行われ，2004年にはやはりアテネで第28回オリンピッ
クが行われたことは記憶に新しい．
アテネは，パルネス山，アイガレオス山（Mt. Aigale-
os），ペンテリ山およびヒュメットス山に囲まれた盆地
に位置する．この盆地は，一部は断層で，一部は軟
らかいアテネ片岩が浸食されることによって形成され
た．
パルテノン神殿の建っているアクロポリスの丘は，

アテネ片岩の上に後期白亜紀の石灰岩が載ってい
る．城壁に囲まれた地域は人工的な埋積土で埋めら
れている（第4図）．この石灰岩はアテネ片岩の上位
にあるが，構造運動によって不連続になっていると考
えられている．丘の頂上では，石灰岩が広く露出して
いる．パルテノンの左手にはエレクティオンの神殿が
建ち，6体の美しい女性の像（実物保護のため，いず
れも複製とのこと）がみられる．アクロポリスは神聖な
地のため，石切場を作らず，石材は周辺のペンテリ山
やヒュメットス山の石灰岩を運んできて用いている．
ここからの眺めは素晴らしく，アテネの街を一望で

きるし，遠くにはなだらかな山々が続く．目の前の南
に面した斜面には，ヘロド・アティクスの音楽堂，ディ
オニュソス劇場などがある．私たちが訪れたとき，パ
ルテノン神殿は改修中らしく，鉄骨の足場やクレーン
が置かれていた．石灰岩の柱などが無造作に転がっ
ていたりしているのも文化遺産の豊富な国柄なので
あろう．北方にはリカベットス（Lykabettus）の丘が見

える．この丘も石灰岩で，アクロポリスの丘よりも高
く，途中からケーブルカーが地下を通って山頂に続い
ている．

4.2  デルフィ

デルフィはパルナッソス山の南麓に位置し，今日で
も神秘的で，美しいところである（写真2）．さらに南に
下るとプライストス川が流れており，遙か遠くにはコリ
ントス湾を望むことができる．ここは，古代ギリシア人
がアポロンの神託を求めて集まった神域である．紀
元前500年以降，神託の権威が衰退したとはいえ，紀
元400年頃にキリスト教徒によって撤廃されるまで，
その機能は続いた．そして，キリスト教徒や異邦人，
地震などによって神託の場が壊滅し，人々が住みつ
くようになった．
伝説によれば，デルフィは，大地ガイア（ゲー）ある
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写真3 デルフィの遺跡から南方を望む．はるかに望む谷
は，断層に沿って発達する．柱はドリス式のアポ
ロン神殿（撮影　蟹澤, 2006）．

第5図　デルフィ地域の地形図とケルナ断層，デルフィ断層（de Boer et al., 2001）．

いはテミス女神の神託の場所が悠久の昔からあった
といわれるが，ゲーの象徴である大蛇をアポロンが来
て殺し，この地を占有して，自分の神殿を建てたとい
われる．実際，ミケーネ時代以前の遺物が発掘され

ており，ギリシア人の住みつく以前にこの地は何らか
の理由で開拓され，おそらくは宗教上の中心地となっ
ていったものと考えられている．怪しい噴気，神懸か
り，地霊（ガイア）によるシャーマン的な神託は，ずっ
と以前から存在していた伝統的なものであろう．アポ
ロンは自身の具えていた預言者的性格から，この地
の新しい占有者になった．デルフィは偉大な預言の
神域として栄え，壮麗な神殿や宝物殿，その他の附
属建造物が建ち並び，無数の記念碑や寄進の彫像な
どが連なっていた．その中央にはオンパロス（臍）とい
う，世界の中心となる黒っぽい石灰岩が置かれてい
た．ソクラテスの友人が，ここでアポロン神から「世界
で最も賢いのはソクラテスだ」との神託を得たのを聞
いて，ソクラテスは悩み，多くの人々に論争を仕掛け
ては自分より賢い人に出会うかもしれないと思った
が，ついにその人は現れなかった．しかしソクラテス
は論争に敗れた人々の反感を買い，死刑の宣告を受
けることとなった．
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4.2.1  デルフィ周辺の地質 デルフィの地形は，コリ
ントス湾の盆地形成に伴った急速な上昇と，プレイス
トス川に平行な断層に沿った選択的浸食により支配
されている（第5図，写真3）．また，この地形は山地
を形成する地層の性質に依存し，浸食に強い石灰岩
は急斜面になり易く，これに対し頁岩は浸食され易く
緩やかな斜面を形成する．この付近の岩石はアルプ
ス変動による褶曲や断層運動によって逆転している．
最古の岩石は後期ジュラ紀の石灰岩で山頂を形成す
る．これらの石灰岩の下部には白亜紀半ばの石灰
岩，ビチューメンを伴うやや若い石灰岩があり，さら
に，薄く成層した白亜紀～始新世のチャート層を伴う
石灰岩からなる．遺跡の背後の急崖はこの白亜紀半
ばから始新世の石灰岩である．
デルフィ遺跡の後に聳えるパルナッソス山（2,457

m）は，三畳紀から古第三紀までの浅所堆積の炭酸
塩岩からなる．ジュラ紀から白亜紀後期までに，この
地域は3回海水準面よりも上に上昇した．この時期，
ギリシアは熱帯の気候で岩石の風化が著しく進み，
大部分の元素が流出し，アルミニウムに富んだボーキ
サイトが形成され，鉄やニッケルに富んだラテライトが
生じた．その後，再び沈降してボーキサイト層は再び
石灰岩の中に挟まれた．これらのボーキサイトはギリ
シアで広く利用されてきた．
古代デルフィの建物はほとんどが灰色石灰岩で造

られている．原石は近くの石切場から調達されたが，
その他にも5kmほど西南の石切場から運ばれた．石
灰岩は白亜紀初期のもので，少量のチャートや方解
石脈を伴っている．
デルフィのアポロン神殿は紀元前6世紀末に，アテ
ナイ人の宝庫は紀元前5世紀初頭に建てられたとされ
る．このデルフィの遺跡は，かなり奥まった感じの急
な斜面に建てられており，そこから見晴らす景色は，
うねうねと続く石灰岩の山々である．私が訪れたとき
は，ちょうどアーモンドの薄紅色の花が咲きほこって
いて，あたかも日本にいるような感じであった．しか
し，谷は広いＵ字谷の氷河で削られたような感じが
あり，そこだけは日本の深山幽谷とは違った．石灰岩
の岩肌があちこちに露出しており，灌木が多く，針葉
樹は細長い糸杉が孤高を保つように生えている（写真
3）．
4.2.2  デルフィの神託について デルフィで重要なの
は，カスタリアン（Castalian）の泉で，訪れる人々はこ

の水で身を浄めた．この泉の水はパルナッソス山に
降った雨や雪どけ水が頁岩の上に衝上する石灰岩に
浸透してきたものである．浸透性のない頁岩の位置
まで流下して，スラストの表面から泉として噴出してい
る．神殿のすぐ北東にあるカソティスの泉もまた重要
で，巫女が予言の前に飲んだといわれる．アポロン神
殿の背後の壁には大量の石灰華が沈殿している．こ
れらの石灰華はかつて後側の壁に沿って広くみられ
た．
デルフィは地震の多い地域で，地震に伴う落石で

多くの建物が破壊された．この地域は活動的なコリン
ト－サロニック盆地と近接しており，盆地の壁は上昇
し，盆地の内部は過去1,000万年の間に少なくとも
3kmは沈降し，この運動の大部分は地震の間に起こ
ったと考えられている．
山岳の中にあるデルフィでは，アポロンの神託が深
い岩の亀裂から聞こえたという伝説がある．この伝説
によってこの場所はギリシア人のみならず地中海沿
岸のさまざまな地域から多くの人がこの神託を聞くた
めに訪れた．司祭たちは比較的信頼のおける助言を
提供してきたため，デルフィは重要な集合場所となり，
人々の情報交換の場所となった．いくつかの都市国
家は巡礼者のための宿泊所をデルフィに設けた．宗
教上，理解されている事実はデルフィがアポロンの神
託を蓄えており，アポロンの助言や加護を願う人々
は，大地が裂けてできた割れ目の上に建てられた神
殿に赴いて，アポロン自身の言葉が乗り移ったとされ
る巫女が早口に訳の分からないことをいうのを聞い
て，神殿の関係者の助けを借りながら，それらの言葉
を解釈したのだという．
神殿は，しっくいで覆われた多孔質の石灰岩で造

られた．地下室のようにみえる内部の神殿にはオンフ
ァロス（Omphalos, 地球の臍）があり，巫女ピシア
（Pythia）が坐った神託の割れ目（Oracular chasm）が
あった．伝説によれば，彼女の漏らす言葉（uttering）
は月桂樹の葉を噛みながら割れ目からの臭気を嗅ぐ
ことによって発せられた．現在，この部屋には臭気や
ガスの証拠はみられないが，神殿の床の中ほどが沈
下していて，割れ目を塞いだ人工的な詰め物があるこ
とを示している．神殿の周りの泉はいずれも季節変
化があり，また後世の地震や建設事業によって影響
を受けた．泉は全て急峻な断層に伴って北西－南東
に並んでいるようにみえる．地震や建設事業によって
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天然のガスの通路が変化することもあり，神託の際の
エマネーション伝説を無視することはできない．しか
し，20世紀初頭にフランスの研究者によって，ガスエ
マネーションについては一旦否定された．ところが最
近，神託の割れ目についての新しい証拠が示された．
二酸化炭素の放出は石灰岩地域では稀なことではな
く（Minissale et al., 1989），このようなガスは恍惚状態
を起こし得ると考えられている．Piccardi（2000）は，
デルフィの神殿の直下を走る断層について注目し，神
話との関係を示唆した．さらに，de Boer et al.,（2001）
は，神殿の基盤にある有機物を含んだ石灰岩からメ
タン，エタン，エチレンなどの軽い炭化水素の存在を
確認し，これらの炭化水素は地震活動などによる断
層運動の熱で分離上昇したもので，伝説による地下
からのエマネーションは実在したと結論した．さらに彼
らは，この神殿の直下でケルナ（Kerna）断層とデルフ

ィ断層の2つがほぼ直角に交わっていることを明らか
にし（第5図），この断層に沿って炭化水素ガスが上昇
したもので，これを吸入した巫女は恍惚状態になった
のだと説明した（第6図）．実際，エチレンなどはほの
かに甘い芳香とともに麻酔作用がある．また，この付
近は地震が多く，紀元前373年の地震により，古いア
ポロン神殿を破壊し，地すべり堆積物が神殿の下を
走る断層を覆い被してしまったので，長い間その存
在が知られなかった．

4.3 ミケーネ

ペロポネソス半島中央部にあるミケーネ（ミュケナイ
Mycenae）のアクロポリスは南北を丘によって隔てら
れたなだらかな小高い丘に建てられた都市で，アルゴ
ス湾とコリントス湾を結んだ峠を支配していた．ミケ
ーネ文化はアテネのアクロポリスよりもさらに700年以

第6図　
デルフィの神殿直下を走る
断層（de Boer et al., 2001）．
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写真5 ミケーネの円形墳墓A．石灰岩や礫岩など，獅子
の門と同じ石材が用いられている（撮影　蟹澤,
2006）．

上も遡り，紀元前1600～1100年のアルゴス地方の最
も栄えた最大の都市であった．紀元前1200年と1100
年には火災にあった．ホメロスによって“Rich in
Gold”と呼ばれ，ギリシアの伝説で最もよく知られた
ところである．アガメムノンがトロイア征服のために，
アウリスに向けて出発したところであった．ハインリッ
ヒ・シュリーマンのミケーネにおける1876年の「黄金の
マスク」発見は当時大きな出来事であったが，その後
の考古学的研究によってホメロスの伝説とは一致し
ないことが明らかになった．しかし，エーゲ海の先史
考古学へのアカデミックな関心を惹き起こす効果は
大きかった．
この付近は後期三畳紀～中期ジュラ紀の石灰岩か
らなっている．ミケーネの遺跡は石灰岩とともに，付

近にある礫岩が多用されているのが特徴である．獅
子の門は巨大な石灰岩に2頭のライオンが向き合って
彫られている（写真4）．獅子の門のまぐさ石（lintel,
横梁）は礫岩を用いている．その周囲の城壁も礫岩
を組み合わせて造られている．丘陵地帯の古い石灰
岩と異なり，盆地の中心部は，ずっと新しい礫岩から
構成されており，この礫は後期鮮新世から更新世に
かけて河川などによって運ばれたものである．石灰
岩の節理がやや細かいのに対し，この礫岩は節理の
発達が少なく，大きなブロックが採れるため，獅子の
門やアトレウスの宝庫にみられるような非常に大きい
まぐさ石の材料として用いられている．この門を入っ
てすぐ右手には，円形墳墓Ａが残っており（写真5），
ここからはおびただしい数の金製品，装飾品，陶器
類などが出土している．シュリーマンがアガメムノンと
信じた黄金のマスクもここから出土した．この墳墓か
ら発見された遺物は，その後，シュリーマンの考えよ
りもさらに古いものであることが判明した．
生涯を発掘に賭けたシュリーマンは語学の天才と

いわれるが，6週間でギリシア現代語をマスターし，そ
の後3か月で『イリアス』と『オデュッセイア』を繰り返
し読むことでマスターしたという．重要なことは，「実
地訓練，つまり古典の散文を注意深く読むこと」であ
ると彼はいう．このような学習方法は，いつまで経っ
ても語学力に乏しい私への反省でもあり，今の語学
学習にも通じるところがあるのだと思う．
アトレウスの宝庫は城塞の外側にあり，獅子の門と
ほぼ同じ紀元前1250年頃のもので，直径14.5メート
ル，高さ13.2メートルもある墳墓で，「蜂の巣型墳墓」

写真4 ミケーネの獅子の門とまぐさ石．獅子の像は石灰
岩で造られているが，まぐさ石など周囲の石材は
鮮新世～更新世の礫岩を用いている（撮影　蟹
澤, 2006）．
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とも呼ばれるもので，3,000年も経ってなおびくともし
ない巨大空間を占める建築様式は，当時の技術水準
が高かったことを示している．
この一帯も，訪れたときアーモンドが咲きほこり，肥
沃でのどかなアルゴス盆地の田園風景が拡がってい
る．遠くには雪を頂く山々が望まれて，どこかでみた
風景，そうだ，私の住んでいる東北地方の春先のよう
な感じがした（写真6）．
紀元前1225～1175年の青銅時代後期における地

震による被害を被った場所と，最近80年におけるマ
グニチュード6.5以上の大きな地震の震源を重ね合わ
せることによって，エーゲ海から地中海東部において
は，巨大地震の嵐が大断層の通っている地域に集中
して影響を与えていることが示唆される（Nur and
Cline, 2000）．ミケーネではほぼ東西方向の活断層が
走っており，「獅子の門」の入り口の城壁は断層崖の
上に建てられている（Nur and Cline, 2000）．そのた
め，それほど大きくない地震でも，壁が倒れ，侵略に
対しての防御が不十分になってしまう．トルコの北方
を東西に走る北アナトリア断層に沿って，20世紀には
マグニチュード6.5以上の地震が何度も起こっており，
およそ300年の静穏な時期をもちながら，このような
地震の嵐が紀元967～1050年，紀元4世紀にも起こ
っている．Nur and Cline（2000）は，このような地震
の嵐がエーゲ海から東地中海地域にかけて，紀元前
1225～1175年にも起こったことを示唆した．

4.4  アクロコリントス

アクロコリントス山（575m）は中期ジュラ紀の石灰岩

からなり，一部に頁岩を挟む．この山の北斜面に，古
代コリントスの遺跡がある（写真7）．この遺跡は，アル
カイック，ヘレニック，ビザンチン，フランク，ヴェネチア
ンなど，いくつかの時代の異なった形式の建造物が
残っている．更新世の頃，アクロコリントス山は，コリ
ントス湾に浮かぶ島であった．現在，この山の周囲に
みられる不純石灰岩はこの時代に堆積したものであ
る．天然の露頭はほとんどが石灰岩であるが，人工
的に削られた道路の切り割りなどには緑色や赤色の
頁岩が露出している．これらは，各種の鉄酸化物によ
るもので，赤いものは赤鉄鉱である．洞窟が崩壊して
石灰岩と頁岩とが混在するようなところもある．この
遺跡で重要なのは，城壁に囲まれた内部に存在する
水源で，上部ペイレーネの泉（Peirene Fountain）は，
現在の地面からおよそ5mほど下部にある．石灰岩の
内部に染み込んだ水が流れ下って，頁岩に遮られ，
断層に沿って湧き出てきたものである．
コリントスの古代都市は，コリントス湾に沿って発達
する段丘にほぼ平行に形成されている．この段丘は
およそ25万年前に形成されたものと考えられている．
都市は更新世の砂質石灰岩の上に建てられた．この
あたりの岩石は堅固ではないが，深所に埋没されな
かったために割れ目が発達せず，巨大ブロックとして
切り出されることができた．これらのブロックはしっく
いで表面を固めるとともに，アポロン神殿の7mもある
柱として用いられた．これらの柱の材料を切り出した
石切場は神殿の近くにあり，都市は神殿建造に続い
て形成された．小さい柱や板石は，白～灰色大理石
やピンクの石灰岩で，アクロコリントス山の中腹から運

写真7 アクロコリントスの遺跡．石灰岩の石畳の向こうに
はジュラ紀石灰岩からなるアクロコリントス山が聳
える（撮影　蟹澤, 2006）．

写真6 ミケーネの遺跡よりアルゴス盆地を隔てて雪山を
望む．手前の花はアーモンド（撮影　蟹澤, 2006）．
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ばれた．古代都市の中には，下部ペイレーネの泉が
あり，広範囲にわたって改修されてはいるが，現在は
周辺地域への水源となっている．
古代コリントスは重要な陶磁器の産地でもあった．

陶土の一部は付近の礫岩から掘り出されたものであ
るが，大部分の原料は石灰岩の風化によるテラロッサ
が遠方から運び込まれている．コリントス考古博物館
には興味のある出土品が展示されている．

4.5  エピダウロス

エピダウロスは，アスクレピオスの聖域（Asklepieion）
である．アスクレピオスは医術の神で，アポローンの子
供だといわれている．紀元前およそ800年まではアポ
ローンがこの場所で崇拝の対象とされていたが，紀元
前400年頃にはアスクレピオスがアポローンにとって
代わった．この聖域は治療の場所であるとともに，巡
礼者には儀式として行われる入浴も行われた．4年ご

とに行われる体育大会があり，アスクレピオスの栄誉
を授けられた．また，紀元前4世紀後半に建てられた
といわれる円形の劇場は1万4千人を収容できるもの
で，音響効果が素晴らしく，驚く程良く保存されてい
る（写真8）．そのわきにある小さな博物館には，昔の
手術用具などが並べられてあった．松林に囲まれて
なんとなく日本的な感じのするところにあった．私が
訪れたときは，ここでもアーモンドの花が咲いており，
劇場の一番上の座席からは遠くに雪を頂く山々が見
えた．エピダウロスには三畳紀の緑色凝灰岩が露出
しており，劇場の上部と下部にみられる．この岩石は
細かい割れ目が発達するために，風化され易く，なだ
らかな斜面を形成している．劇場の裏手は，凝灰岩
の上に載る三畳紀の黄色いチャートを含んだ風化に
強い石灰岩からなっている．

4.6  コリントス運河

写真8 エピダウロスの円形劇場．高さ22.5メートルあり，
55段の階段で造られている（撮影　蟹澤, 2006）．

写真9 コリントス運河．ところどころに正断層がみられる．
全長6,343メートル，内壁の最高点は79.5メートル
に達する（撮影　蟹澤, 2006）．
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ギリシア本土とペロポネソス半島はわずか6kmの
地峡で繋がれている．そこで，コリントス湾からエーゲ
海への近道として，古代から幾たびかこの地峡に運
河を掘る計画が立てられた．紀元67年のネロ皇帝の
計画もその一つで，戦争捕虜6,000人を掘削にあたら
せたが中断した．その後2,000年近くの歳月の後，
1893年に運河は完成した．この運河の両脇の切り割
りでは断層で切られた鮮新世～更新世のマール，石
灰岩，砂岩，礫岩などがよく観察できる（写真9）．断
層は急傾斜の正断層で，数百メートルごとに観察さ
れ，落差はほぼ数メートルと大きくはない．地峡の中
心部に古い鮮新統が，周辺部はその上に更新統が載
っていて，小規模の地累を形成している（第7図）．紀
元前6世紀には石を並べてその上を滑らせて運ぶ路
（Diolkos）が造られ，紀元9世紀頃まで使用されてい
た．石を用いた路は，地峡の西縁に続いており，おそ
らく地震によって，建設されてから80cmほど海中に
沈降し，再び隆起して水面上に現れた．そのため当
時用いられた敷石の上に30cmほどの岩石が堆積し
ており，2,500年ほどの間に，この付近の岩石が急激
に堆積することを示す証拠となっている．

4.7  オリュンポス山とその周辺

ギリシア中北部に聳えるオリュンポス山（標高2,917
m）は，急峻な8つの峰からなり，1913年スイスの登山
隊によって初登頂された．オリュンポス山から南東に
オッサ山（1,978m），ペーリオン山（1,651m）と高い山
が続いている．オリュンポス山はギリシアにおける最
も天空に近く荘厳な山として知られ，オリンピアのゼ
ウス，および他の神々の住処として崇拝されてきた．
ギリシア中央部デルフィの近くのパルナッソス山，ア
ッティカのパルネス山などとともに，ひときわ高く聳え

ている山々は雷霆のたむろするところ，天空に最も近
いところとしてあがめられ，ゼウスの住処として最も相
応しいと考えられたのであろう．人間の子として生ま
れた2人の巨人は，オリュンポスの天空に住んでいる
神々に挑戦しようと試み，オッサの山をオリュンポス
山に積み上げ，さらにその上にペーリオンの山を積み
重ねた．既に述べたように，この付近は南西からの沈
み込みによって，新しい南部の地層の上に北から衝
上でのし上がっていることが明らかにされており，オ
ッサの上にオリュンポスやペーリオンの山々が積み重
ねられたという伝説と，偶然ではあろうが地質構造が
まさに一致するのである．オッサはニンフの住処とし
てあがめられており，ローマ時代やビザンチン時代に，
今日Verde Anticoとして知られている装飾の緑石が
得られた山として知られる．ペーリオンは最も豊かな
ところで，ケンタウルス（半人半馬のハイブリッド）の住
処と信じられていた．
オリュンポス山からペーリオン山（1,651m）と続く

山々は後期三畳紀～始新世の石灰岩からなる（第8
図）．オリュンポス山の周辺はテクトニックウィンドウで，
下位に存在する岩石をみることができる．周囲の岩
石は，南方に連続するオフィオライト，片麻岩，片岩，
および弱変成の堆積岩・火山岩類の薄いナップ系列
からなる．標高が高くなるにつれて，地質学的な層序
を逆にたどることができる．オリュンポス山の突出し
た地形の原因は最近の上昇，さらに石灰岩の浸食に
対する強い抵抗性による．オリュンポス山は，ゼウス
が生まれたときに匿われたクレタ島のイーダー山（Mt.
Ide：2,456m）とともにギリシアで氷河で削られた唯2
つの地域である．オリュンポス南東のオッサ山の頂上
も石灰岩がみられるが，低い斜面は片岩からなる．こ
の山地南部の低地にはVerde Antico（Ancient Green）

第7図　コリントス運河の構造を示す断面図（Collier, 1990を簡略化）．
鮮新世の石灰質堆積物の上に1stから5thまでの第四紀堆積物が載っており，中央部が地累状に隆起する．
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第8図　オリュンポス山周辺の地質図（Higgins and Higgins, 1996より）．

と呼ばれる蛇紋岩が産し，円磨された蛇紋岩と大理
石のブロックからなり，マトリックスは同様の組成のも
のからなる礫岩が産する．おそらく，急坂な山のオフ
ィオライトコンプレックスの蛇紋岩から急激に運ばれ
たもので，第三紀に形成されたモラッセであろう．こ
れは美麗な石材としてローマ時代，ビザンチン，そし
て現代の石切場に至るまで，全て同じ地域のものが
利用されている．

4.8  エーゲ海諸島の火山

先にも述べたように，エーゲ海諸島はアフリカから
北方への沈み込みによって火山島を形成しており，
西からメサナ，ミロス島，サントリーニ島，ニシロス島，
コス島などに島弧型の火山が並んでいる．成層火山

が多く，玄武岩から安山岩，デイサイト，流紋岩などの
火山噴出物によって構成されている．サントリーニは
アトランティス伝説などもあり，たいへん興味深いとこ
ろである．また，ミロス島は「ミロのヴィーナス」の発見
されたところとして有名である．この春訪れたときは
船員のストライキでエーゲ海の島々には出られなかっ
たのはたいへん残念であった．これらの紹介は再び
訪れることを期待して，また，とても回りきれなかった
数多くの遺跡群なども再来のためにとっておこう．

おわりに

ずっと以前に拾い読みしていたギリシア神話であ
ったが，関連する文献を読み返してみると，たいへん



蟹　澤　聰　史―66―

地質ニュース 624号

面白く，また興味の尽きないものであることを改めて
感じた．そして地質学のみならず，自然科学や文学，
芸術のあらゆる分野に影響をおよぼしていることを再
認識した．また，ギリシアの地質は長い時代にわたる
沈み込みによって形成され，積み重ねられたナップ
構造が基本となっている．浅海性の石灰岩が多く，こ
れらを用いて各種の建築物や彫像が造られている．
ギリシアの神々にも親近感があり，気候風土は全く異
なってはいるものの，個人的には日本の風景に似通
ったところが多いという印象であった．ギリシアから
の帰りの飛行機はペロポネソス半島の上空からチュ
ーリヒに向かった．ゲーテが理想郷と憧れた「アルカ
ディア」はあのあたりだろうというところで陽が昇り，
山々の残雪が赤く染まって神々しく，古代のギリシア
の人々がこういった山々に神々が住まうと思うのも不
思議ではないと感じた（写真10）．

謝辞：石原舜三氏には本誌への掲載を勧めてくださ
り，コメントを頂いた．Ray Wiggers博士にはギリシア
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